
違法ドラッグの規制強化に関する要望について
　大阪府内で先日、商店街をレンタカーで暴走し、女性２人に重軽傷を負わせるひき逃げ事件が発生しました。逮捕された容疑者は、「ハーブを吸っていて普通の精神状況ではなかった」と供述しており、違法ドラッグの影響が疑われています。
また、違法ドラッグの使用後、意識混濁による救急搬送事例や、死亡事例も発生しており、深刻な健康被害が全国的に広がっています。

大阪府では、従前から警察と連携しながら違法ドラッグ販売店への立入調査を進めておりますが、「お香」「ハーブ」などと称した、人体摂取を目的としない販売形態であり、指定薬物の構造をわずかに変化させた成分を添加し、薬事法の規制を逃れる製品が次々供給されることから、販売の自粛要請をするにとどまっており、薬事法上の指導は極めて困難な状況です。

このような状況を抜本的に解決するため、下記事項について早期に実現されるよう強く要望します。

記
１　国内外で、違法ドラッグとして流通実態のある成分を、早期に薬事法上の指定薬物に指定すること。

２　同一の基本骨格を有する類似物質を包括的に薬事法上の指定薬物に指定すること。
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